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[主張]　個人の眞面目　―神と君の惠みのもとに―

自 (じ)分 (ぶん)を獨 (どく)立 (りつ)した一個 (こ)體 (たい)と考 (かんが)へること程 (ほど)間 (ま)違 (ちが)つた考 (かんが)へ方 (かた)はない。隨 (したが)つて又 (また)これ程 (ほど)自 (じ)分 (ぶん)を毒 (どく)する惡 (あく)はない。すべての惡 (あく)はこゝに根 (ね)ざす。かゝる間 (ま)違 (ちが)つた人 (じん)生 (せい)觀 (くわん)は、自 (じ)分 (ぶん)は家 (か)庭 (てい)の一員 (ゐん)であり、職 (しよく)塲 (ば)の一員 (ゐん)であり、國 (こく)家 (か)の一員 (ゐん)であると思 (おも)ふ代 (かは)りに、家 (か)庭 (てい)や、職 (しよく)塲 (ば)や、國 (こく)家 (か)が自 (じ)分 (ぶん)の私 (し)欲 (よく)のためにあるかの様 (よう)に思 (おも)はせる。之 (これ)をわが儘 (まま)と云 (い)ひ、身 (み)勝 (がつ)手 (て)と云 (い)ふ。
吾 (われ)は一員 (ゐん)であつて中 (ちう)心 (しん)でも全 (ぜん)體 (たい)でもない。吾 (われ)は家 (か)庭 (てい)や職 (しよく)塲 (ば)の一員 (ゐん)であることを通 (とほ)して、御 (み)國 (こく)の一員 (ゐん)である。従 (したが)つて吾 (われ)は仕 (つか)へる者 (もの)であつて、仕 (つか)へられる者 (もの)ではない。吾 (われ)にあてがはれた役割 (やくわり)は、感 (かん)謝 (しや)と誠 (まこと)を以 (もつ)て仕 (つか)へることが、凡 (すべ)ての個 (こ)人 (じん)の本 (ほん)務 (む)である。
幹 (みき)を離 (はな)れて枝 (えだ)なく、全 (ぜん)體 (たい)を離 (はな)れて肢 (し)體 (たい)はない。然 (しか)るに世 (せ)間 (けん)往 (おう)々自 (じ)分 (ぶん)が獨 (どく)立 (りつ)獨 (どく)存 (そん)する個 (こ)體 (たい)であるかの如 (ごと)く考 (かんが)へたり、振舞 (ふるま)つたりするのは、自 (じ)分 (ぶん)の肉 (にく)體 (たい)乃 (ない)至 (し)精 (せい)神 (しん)の生命 (いのち)が、何處 (どこ)より來 (き)垂 (た)れるかを意 (い)識 (しき)する程 (ほど)の賢 (かしこ)さに、まだ達 (たつ)して居 (ゐ)ないことをしか、證 (せう)據 (こ)立 (た)てるものでない。云 (い)ひかへれば單 (たん)なる無知 (むち)であり、愚 (おろ)かさに外 (ほか)ならない。
今 (いま)一ツ。神 (かみ)なくして我 (われ)ありわが生 (い)くるは我 (わ)が力 (ちから)にして、神 (かみ)の惠 (めぐみ)にあらずと考 (かんが)ふること程 (ほど)、愚 (おろ)かで恐 (おそ)れ多 (おほ)いことはない。我 (われ)に生命 (いのち)を授 (さづ)け給 (たま)ふたのも神 (かみ)であり、我 (われ)に日 (にち)々の糧 (かて)を與 (あた)へ給 (たま)ふのも神 (かみ)にまします。身 (しん)體 (たい)、財 (ざい)産 (さん)、才 (さい)能 (のう)、地 (ち)位 (い)總 (すべ)て我 (われ)が享 (きやう)受 (じゆ)するものは神 (かみ)よりの御 (おん)授 (さづ)けと認 (にん)識 (しき)することこそ、倫 (りん)理 (り)の第 (だい)一要 (よう)諦 (たい)でなければならない。
神 (かみ)を認識 (にんしき)しまつらぬものが、如何 (いか)にして大 (おほ)君 (ぎみ)の現人神 (あらひとがみ)にましますことを認識 (にんしき)しまつらうぞ。
神 (かみ)と君 (きみ)、吾 (われ)を生 (う)み、養 (やしな)ひ、治 (をさ)めさせ給 (たま)ふ。その御 (み)心 (こころ)に副 (そ)ひ、その御 (み)惠 (めぐみ)に酬 (むく)ひ奉 (たてまつ)らんこそ、わが一生 (せう)の目 (もく)的 (てき)と信 (しん)ずることは、凡 (およ)そ宗 (しう)教 (けふ)宗 (しう)派 (は)の何 (なに)たるを問 (と)はず、凡 (す)べての國 (こく)民 (みん)の根 (こん)本 (ぽん)信 (しん)條 (でう)たるべきであり、是 (これ)乃 (すなは)ち日 (につ)本 (ぽん)精 (せい)神 (しん)の建 (たて)前 (まへ)であり、同 (どう)時 (じ)に全 (ぜん)人 (じん)類 (るい)に施 (ほどこ)して悖 (もと)らざる底 (てい)の普 (ふ)遍 (へん)的 (てき)眞 (しん)理 (り)である。
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